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電波銀河における複数のジェット/ローブ構造の形成過程として、リカレント活動 (プラズマの間欠的噴出)が提
唱されているが、ジェット/ローブ構造が形成される現場を直接とらえることは困難であった。電波銀河 3C 84に
おいて、2005年～現在にかけて電波の増光、さらに 2008年に Fermi衛星によるγ線の検出 (Abdo et al. 2008)と
いう突発的活動が確認された。もしこれらがリカレント活動に付随するものであるとすれば、電波銀河のリカレ
ント活動の証拠をとらえる絶好の機会である。
我々はこれまでに3C 84の2005年以降の増光が、新たなジェット成分の形成及び増光に起因することをVERA/JVN

による 22 GHz帯モニタ観測によって確認した (2009年度秋季年会、永井他)。さらに 2007年後半-2009年前半に
かけて、新たなジェット成分が見かけの速度～0.23c で動いていることが確認され、同時期に Fermiの観測により
得られたγ線強度から期待される速度～0.9cに比べ、かなり遅いことが確認された。一方、新たなジェット成分の
形成時期は、γ線検出より前の 2007年以前と推定されたが、VERA/JVN 22 GHz帯のイメージでは分解能の不
足のため、その詳細な描像を得るに至らなかった。そこで我々はVERA/JVN 22GHz帯よりも分解能が優れ、か
つ吸収の影響が少ないVLBA 43GHz帯のイメージングを行った。その結果、VERA/JVN 22GHz帯では分解で
きなかったコア付近～0.1pcの領域において、2006年頃に新たなジェット成分が出現する様子を確認し、さらに増
光極初期における詳細なジェットの運動の測定に成功した。その結果を用いて形成極初期ジェットの運動学、増光
との関係について議論する。


